
瀬川昌耆先生（第6代目）著の『小児病各論』
が日本最初の独自編纂小児科学教科書でした

当研究所に所蔵してある6代目瀬川昌耆著『小児病各論』第二版（前編明治19
年出版、後編明治20年出版）について一般社団法人日本医史学会（順天堂大学
医学部医史学研究室内）にご協力いただき調査したところ、初版（前編明治17
年出版、後編18年出版）が小児科学教科書としては“日本最初の西欧医書の翻訳
ではない日本独自編纂の書籍”ということがわかりました。
明治時代初期から中期にかけてはスタイネル著長谷川泰訳「斯泰涅爾小児科」
（明治9年）や東京大学小児科学教室初代教授の弘田長著「児科必携」（明治21
年）なども出版され近代小児科学が大きく発展しました。

（参考）『日本児科史』河内全節編（1898年/明治31年） 『日本医学史』富士川游（1904年/明治37年）
『日本小児科史』富士川游（1912年/大正1年） 『日本小児科医史』珠玖捨男著/南山堂（1964年/昭和39年）



小児病各論前編/後編 第2版 瀬川昌耆著
一般社団法人瀬川小児神経学研究所内保管



小児病各論前編 瀬川昌耆著（1884年/明治17年）
出典：国立国会図書館ｳｪﾌﾞｻｲﾄ
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/835482

『小児病各論』瀬川昌耆著 明治17年出版

江戸時代後期から明治時代初期にかけて西洋医学の小児科書が翻訳出版される中、
6代目瀬川昌耆は明治17年に翻訳ではなく日本語で書かれた最初の小児科学教科書
を出版し、その後の近代小児科学の発展に大きく貢献しました。

下記の資料には『小児病各論』についての記述が掲載されています。

『日本児科史』河内全節編（1898年/明治31年）
（国立国会図書館ｳｪﾌﾞｻｲﾄ https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/835491 ）

“明治十七年十二月瀬川昌耆小兒病各論二巻ヲ纂譯シ明治二十一年十月弘田長兒科必携一巻ヲ
纂著ス小兒科學之ヨリ漸ク盛ナリ”

『日本医学史』富士川游（1904年/明治37年）
（国立国会図書館ｳｪﾌﾞｻｲﾄ https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/833360 ）

“明治九年長谷川泰、スタイネル、小児科學ヲ譯述シ、次デ、明治十七年瀬川昌耆小兒病各論ヲ著
ハシ小兒科ノ學術ハ、漸ク進歩セシガ、”

『日本小児科史』富士川游（1912年/大正1年）
（国立国会図書館ｳｪﾌﾞｻｲﾄ https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/934376 )

“西洋醫方ノ小兒科二ハ、明治九年長谷川泰ノスタイネル小兒科書ヲ譯述セルアリ、高松凌雲ノ保
嬰新書ヲ譯述スルアリ、次デ瀬川昌耆ノ小兒病各論（明治十七年）アリ、西洋醫方ノ小兒科ハ漸ク
世人ノ注目ヲ喚クニ至りシガ、”

『日本小児科医史』珠玖捨男著/南山堂（1964年/昭和39年）p149

“この著書はホーケル、バギンスキー、ゲルハルド、ヘノッホ等の諸書を引用し、当時宮城県医学
校一等教諭であった著者が自己の経験を加え著した”



日本児科史 河内全節編（1898年/明治31年）
出典：国立国会図書館ｳｪﾌﾞｻｲﾄ
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/835491



日本医学史 富士川游著（1904年/明治37年）
出典：国立国会図書館ｳｪﾌﾞｻｲﾄ
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/833360



日本小児科史 富士川游著（1912年/大正1年）
出典：国立国会図書館ｳｪﾌﾞｻｲﾄ
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/934376



日本の小児科書の歴史

1700年代 宇田川榛斎(1769年～1834年)がスウェーデンの医家ローゼンスタインの小児科書を翻訳し、日本の西洋小児科学が始
まるが、出版はされず。

1843年（天保4年） 『幼幼精義』フーフェランド著 堀内素堂訳
明治初期に及ぶまで広く小児科の教科書として用いられた。石原明（wikiより、1924年～1980年医学者、著書『医史学概
説』『日本の医学その流れと発展』等）が “西洋小児科の創始は実に天保14年”と定めて良いとまでいっている程、本邦
近代西洋小児科学に於いて銘肝すべき医師ならびに著書。
日本最初の西洋小児科翻訳書（朝日日本歴史人物事典）、日本初の小児科医書（市立米沢図書館）と記載あり。

1855年（安政2年） 『婦嬰新説』ハブソン著 三宅良斎訳
産科、小児科につて論じている。

1875年（明治8年） 『母親の心得』ドクトル・クレンケ著 近藤鎮三訳
産婦および乳児の心得、乳母のこと、乳を止めて他の食糧に慣れしむる法等が書かれている。

1876年（明治9年） 『育児小言』パイヘン・リチャース著 沢田俊三訳、松本順閲
飲食並乳母のこと、育児のことを主としてある。

1876年（明治9年） 『斯泰涅爾小児科』スタイネル著 長谷川泰訳
スタイネルの小児科書を長谷川泰が訳す。各器官各系について詳述している。

1878年（明治11年） 『医事抄』石黒忠悳著
芥子泥湿布の付け方等、治療家の日用の医学的な小事を記述。

1878年（明治11年） 『小児療育心得』石田勝信著
人工栄養法を詳述。

1881年（明治14年） 『育児須知』杉山由啓著 橋本綱常閲
妊娠中の注意や産後の手当て、育児についての指導書。

1884年（明治17年） 『内科医範』中浜東一郎・菅之芳両学士著
この中にドイツのホーケル小児科書の引用記述が載せられている。

1884年（明治17年） 『小児病各論』瀬川昌耆著
ホーケル、バギンスキー、ゲルハドル、ヘノッホ等の諸書を引用し、当時宮城県医学校一等教諭であった著者が自己の経験
を加え著した。前編は初生児疾患、消化、呼吸、泌尿、生殖器病について述べ、常用薬および小児に適応する用量、用法な
らびに極量まで記載している。後編は血行、伝染、全身、神経、五官および皮膚について詳述。

1885年（明治18年） 『人口育児法』斉木林策、沢祏（漢字：右側が石ではなく右）喜著
小児の栄養法殊に人工栄養法についても説示。

1887年（明治20年） 『医家十二要』伊勢錠吾郎著
小児栄養品説、救急療法、仮死回蘇法等を記述。

1888年（明治21年） 『児科必携』弘田長著
多くの医家に読まれている。小児病を各器官について系統的に分類してそれぞれ原因症候等を述べ、殊に治療法は極めて詳
細に記述している。

（参考） 『日本児科史』河内全節編（1898年/明治31年） 『日本医学史』富士川游（1904年/明治37年）
『日本小児科史』富士川游（1912年/大正1年） 『日本小児科医史』珠玖捨男著/南山堂（1964年/昭和39年）


